
葛西二中 「学校生活のきまり」  
（ １ ）服装 

標準服①  

 標 準 型 の 黒 い 学 生 服 ・ 学 生 ズ ボ ン を 着 用 す る 。（ 標 準 型 学 生 服 マ ー ク の 入 っ た も の 。

変 形 は認 め ない ）☆ ラ ウン ドカ ラ ー採用  

① 学 生服 に は、 葛西 二 中の 校章 入 りボタ ン をつ け る。  

  ②校 章 を学 生服 の 左襟 につ け る。 学 年 ・ク ラ ス章 を右 襟 につ ける 。  

  ③学 生 服 の 下に は 、 白 のワ イ シャツ を 着用 す る。  

  ④ズ ボ ンに は、 飾 りの ない 黒 皮ベル ト をす る 。  

  ⑤夏 は 白い ワイ シ ャツ に学 生 ズボン で 、 ワ イシ ャ ツの 下は 、※ イ ンナ ー シ ャ ツを 着

用 す る 。（ 小さ な ワン ポイ ン トは 可 ）  

標準服②  

 標 準型 の セー ラー 服・ ジャ ンパ ー スカ ー ト（紺 ）を 着用 する 。 リ ボン はえん じ 色 と す

る 。 変形 は 認め ない 。  

  ①上 着 のす そを 折 った りせ ず 、袖の ボ タン を 止め るこ と 。  

  ②ス カ ート 丈は 、 ひざ が隠 れ る長さ と する 。  

③ ジ ャン パ ース カー ト には 、備 え つけの ベ ルト を する 。  

④ 校 章・ 学 年ク ラス 章 をフ ェル ト につけ 、 左胸 に つけ る。  

  ⑤夏 は、 白い ワ イシ ャツ に ジャ ンパ ー スカ ー トで、 校 章、 学 年・ クラ ス章 、ベ ル ト

を つ ける 。 ワイ シャ ツ は第 二 ボ タ ンま で 止 める 。  

  ⑥冬 は 、黒 のス ト ッキ ング を 履いて も 良い 。  

全生徒共通  

※ イ ン ナ ー シ ャ ツ は白 い 無 地 の シャ ツな ど 、 ワ イ シ ャ ツ や体 育 着 の 上 から 目立 た な

い 色 の物 を 着用 する 。 ワン ポイ ン ト は可 と する 。  

・ 防 寒着 に 関し て  

  ①ス ク ール セー タ ーを 着て も よい 。（ 標 準服 ② の上 に来 て もよ い 。 色 は紺と す る 。）  

  ②通学時は、華美でない手袋・マフラーを着用してよい。  

また、スクールコート・Ｐコート・ダッフルコートを着てもよいが、色は、黒・紺・茶・

灰色とする。  

   ・上履きは、学年色の指定のものを履く。つま先とかかとの部分に大きく氏名を書くこ

と。  

  ・靴下に関して  

靴 下 は 、 白 ・ 黒 ・ 紺 ・ 灰 色 の も の 。 ワ ン ポ イ ン ト は Ｏ Ｋ 。 ル ー ズ ソ ッ ク ス 、 ニ ー

ハ イ ソ ッ ク ス は 禁 止 。 メ ー カ ー 名 の 大 き く 入 っ た も の は 、 ワ ン ポ イ ン ト と は 認 め

な い 。ラ イ ン入 りも 認 めな い。  

   ・ 標 準 服 の 胸 ポ ケ ッ ト に は 、 筆 記 具 １ 本 の み を 認 め る 。 ア ク セ サ リ ー や ク リ ッ プ 、

ピ ン など を つけ ない 。（ア ク セサ リー 付き の 筆記 用 具 は 不可 ）  

  ③靴 は 、黒 一色 の 学生 靴 か 、 運動靴 。（ 色・ 形等 の 指定 はな し 。）  

（ ２ ）頭髪等 

男女共通  

   ①中 学 生 ら しい 清潔 な 髪形 を心 がけ る こと 。 前髪 は目 に かか らな い ように す る。  

② パ ーマ 、 染色 、脱 色 はし ない 。 整髪料 は つけ な い 。  

③ ツ ー ブ ロ ッ ク に つい て は 規 制 しな い が 、 不 自 然 に 髪 の 一部 を 長 く し たり 短く し た

り す るも の は認 めな い 。  

男子  

① 前 髪は 目 に、 横は 耳 に、 後ろ は 襟にか か らな い 長さ にす る 。  



女子  

① 髪 はお ろ して も良 い が 、給 食や 授 業等の 作 業の 際 に支 障が 出 る場 合は 、必 ず結ぶ 。  

 髪 が肩 に つく 生徒 は 、ヘ アゴ ム を常備 し てお く こと 。  

  ②ヘアゴム、ヘアピンの色は黒、紺、茶とする。飾りのついたものや、太いもの、リボンの

ようなものは使用しない。  

  ③髪の結び方や結ぶ位置は規制しない。  

  ④髪を結ぶ場面は、特に指示がない限りは生徒自身が判断する。  

（ ３ ）持ち物  

   ① 通 学 バ ッグ は R６年 度よ り 自由化 す る 。形 状・色・大き さ等 の 指定 はない が 、「受

験 に 持 っ て いけ る も の 」と い う 観点 で、 各 自 で 判 断す る 。 識 別の た め に キ ーホ ル

ダ ー を１ つ 付け てよ い 。  

   ② 学 習 に 必要 無 いも のや 、 不要 のお 金 は持 っ てこ ない 。  

   ③ 許 可 さ れた も の以 外は 、 全て 持ち 帰 るこ と 。  

   ④ 飲 み 物 は 水筒 に 入れ てく る 。 水筒 以 外 の容 器は 禁 止。 中 身は お茶 ・ 水・ ス ポ ーツ

ド リ ンク 。  

（ ４ ）時間  

  ① ５ 分 前 行 動を 意 識す るた め 、８ ：２ ０ に着 席 し・ 朝読 書 の準 備を す る。  

＊ ８ ： ２ ５ 着 席 し て い な い 場 合 は 遅 刻 。 朝 礼 の あ る 日 は カ バ ン を 教 室 に 置 き 、 整

列 し て体 育 館に 移動 し 、集 合 。（ ８： ２５ 出 欠確 認 ）  

  ②始 業 の チ ャイ ム まで に自 分 の席 に着 き 、学 習 の準 備を す る。 遅れ た 時は 先 生 に  

理 由 を言 い 、許 可を 得 て か ら自 分 の席に 着 く。  

  ③休 み 時 間 は、 ト イレ や 教 室 移動 の た め に使 い 、遊 んだ り 走っ たり し ない。  

     ＊ 昼 休 み は 、図 書室 で 本 を 読 ん だ り 、 体 育 館 や 校 庭 で 運 動 を し た り し ま し ょ う 。 

   ＊ ト イレ は溜 ま り場 では あ りませ ん 。用 を 足し たら 、 トイ レか ら 出まし ょ う。  

  ④下 校 は 、 その 日 の 下 校時 間 を必 ず守 る こと 。  

（ ５ ）その他  

  ① 欠 席 、遅刻 、早 退、忌引 等 は必 ず保護 者 が t e t or u (場合 に よっ ては 電 話 )で連 絡 する 。

体 育 実技 を 見学 する 場 合は 、生 徒 証 によ り 保護 者 が届 け出 る 。  

  ②自 転 車 登 校は 認 めな い 。  

③ ８：３０までに登校できなかった場合、職員室に立ち寄り、いらした先生に  

「遅刻連絡カード」を記入してもらい、授業担当の先生にそのカードを渡す。  

 ④登 校 後 の 外 出は 認 めな い が 、や むを え な い場 合 は 、担 当 の先 生 と相 談 し許 可 を 得る

こ と 。  

 ⑤特 別 教 室 や 他 の学 年ク ラ スの 教室 へ は 、勝 手 に入 らな い こと 。  

⑥登 下 校 の 途 中 、 制 服の ま ま で、 他 人の 家 や 広 場 に寄 っ た り、 飲 食 し た り して は い け

な い 。  

  ⑦ 学 校 生 活 と私 生 活の 区別 を つけ 、下 校 後は 着 替え を徹 底 する こと 。 標準服 の まま 遊  

ん だ りし な いこ と 。（ 塾な ど の習 い事 も含 み ます ）  

  ⑧ 放 課 後 等 、公 園 ・団 地な ど にた まり 、 地域 の 方に 迷惑 を かけ ない こ と。  

 ⑨ １９ ： ００ 以降 の 不要 不急 の 外出は 慎 むこ と 。  

  ⑩ ア ル バ イ トは 認 めな い。  

  ⑪ 学 割 ・ そ の他 証 明書 が必 要 な時 は、 担 任の 先 生に 申し 出 るこ と 。  

  ⑫ 校 外 で 事 件・事 故 があ った 場 合は、す ぐ に最 寄 りの 交番 か 警察 に届 け 、そ の 後 学 校

に 報 告す る 。  

 

＊  上 記 の決 ま りの ほか 、 必要 に応 じ て学校 生 活に 関 わる 規定 を 設 け る場 合 がある 。  


